
広 

報
題字：水上　勉 Ｊｕｎ.２０２５　Ｎｏ．２３０

６

・表紙、裏表紙

名田庄小学校　田植え体験

名田庄小学校の５年生１６名が、合同
会社「ファーム・スリー・ユー」協力
のもと、学校田「名田んぼ」で田植え
体験を行いました。
一列ずつ丁寧に苗を植え付けた児童た
ちは、秋の収穫を今から心待ちにして
いました。



『
う

み
りん

スマイル号』

　現在運行中のデマンドバス「うみりんスマイル号」を令和７年６月２日から令和８年３月３１日

までの期間、町外への実証運行を行います。

■ 大飯地域
◆ 運 行 日  ：実証運行期間中の 月・木曜日（祝日を除く）

◆ 運行区域 ：利用者指定の場所（大飯地域内） ⇔ ＪＲ若狭高浜駅および高浜病院

　　　　　　注意：高浜町内では「ＪＲ若狭高浜駅」と「高浜病院」以外の場所では乗降できません。

◆ 運行時間 ：

【 高浜町行き 】

・利用者指定の場所（大飯地域内） ⇒ ＪＲ若狭高浜駅（9：30 着 ※乗車不可）　⇒ 高浜病院（9：35 着 ）

【 大飯地域行き 】

・高浜病院（14：00 発 ） ⇒ ＪＲ若狭高浜駅（14：05 発 ※降車不可）　⇒ 利用者指定の場所（大飯地域内） 

◆ 予約受付：☎ 77-1955（ワカサ交通株式会社）平日の午前 7 時 30 分から午後 5 時まで

　　　　　　（運行の２週間前から前日までに電話予約）

　　　　　　注意：インターネットによる予約はできません。また、前日までに予約が必要です。

総務課　　☎ 77-4050問

デマンドバスの町外へのデマンドバスの町外への

　　　実証運行を開始します！　　　実証運行を開始します！

※

■ 名田庄地域
◆ 運 行 日  ：実証運行期間中の平日（現行と同じ）

◆ 運行区域 ：利用者指定の場所（名田庄地域内） ⇔ 小浜市「谷口バス停  」

　　　　　　※小浜市「あいあいバス」の小屋・谷田部線、小屋・須縄線の停留所

　　　　　　注意：小浜市内では「谷口バス停」以外の場所では乗降できません。

◆ 運行時間 ： 午前 7 時 30 分から午後 5 時 30 分まで（現行と同じ）

◆ 予約受付：☎６7- ３３９5（大和交通株式会社）平日の午前 7 時 30 分から午後 5 時まで

　　　　　　（運行の２週間前から 30 分前までに電話予約またはインターネットによる予約（現行と同じ））

乗り合いがあった場合の料金は、
次のとおりになります。

乗車料金（１回）

・中学生以上　　５００円

・小学生　　　　２５０円

・未就学児　　　無　　料

・中学生以上　　３００円

・小学生　　　　１５０円

・未就学児　　　無　　料

　利用登録 ：事前にデマンドバス利用者登録用紙を役場に提出。（現行と同じ）
　　　　　 ※すでに登録している人は改めての登録は不要です。

利用料金および運賃補助制度については、現行と同じです。
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『
う

み
りん

スマイル号』
■ デマンドバスの利用方法

5. 目的地まで5. 目的地まで

順次、予約した目的地まで運行します。

4. 利用者宅へ4. 利用者宅へ

指定した乗車場所でバスを待つだけ！
乗り合いがある場合は、順次伺います。

1. はじめに1. はじめに

利用者登録用紙を総務課または、
里山文化交流センターに提出！

おおい町おおい町
ホームページホームページ

Web 予 約 を ご 利 用 の 場 合 は、
ID・パスワードをお知らせします。

Ｗｅｂ予約は、
ご利用になり
ますか？

2. はじめに2. はじめに

はい！

3． 予約（Ａさんの場合）3． 予約（Ａさんの場合）

オ ペ レ ー タ ー の 案 内 で、
電話で安心簡単予約！

ご利用の日時と
お名前、乗車場
所、目的地……

６. 帰り６. 帰り

帰りもご利用の場合は、ご予約をお忘れ
なく！行きのご予約の際に帰りのご予約
もできますので、ご活用ください。

ご
利
用
前
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と

ご
利
用
前
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と

ご
利
用
の
方
法
　
　

ご
利
用
の
方
法
　
　

ご
利
用
の
方
法
　
　
例
．
乗
り
合
い
あ
り

ご
利
用
の
方
法
　
　
例
．
乗
り
合
い
あ
り

お
帰
り
の
利
用
も
ご
予
約
を

お
帰
り
の
利
用
も
ご
予
約
を

Ａさん宅Ａさん宅

９ 時 20 分９ 時 20 分

乗車乗車

Ｂさん宅Ｂさん宅

9 時 30 分9 時 30 分

乗車乗車

ＢさんＢさん

９時 40 分 着９時 40 分 着

ＡさんＡさん

10 時 着10 時 着

　町のデマンドバス運行について、土日祝日の運行や午後 5 時 30 分以降の運行に関して多くの

ご要望をいただいており、その解決策として地域の皆さんにご協力いただき、「自家用有償旅客

運送（公共ライドシェア）」の実施を検討しております。

　そこで、本事業にご賛同いただける事業者、団体等を募集します。詳細については総務課まで

ご連絡ください。

　　自家用有償旅客運送（公共ライドシェア）とは？

　バス事業やタクシー事業によって輸送手段を確保することが困難な場合に、市町村や NPO 法

人などが、自家用車を活用して提供する有償の旅客運送のこと。

自家用有償旅客運送（公共ライドシェア）への
協力団体等を募集します！

Ａです。Ａです。
10 時頃、買い10 時頃、買い
物に行きたいの物に行きたいの
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選挙における投票区の変更について選挙における投票区の変更について
選挙管理委員会事務局　☎ 77-4050問

　本町では、人口減少や高齢化の影響により投票管理者や立会人の確保が年々難しくなってい
ます。また、バリアフリーとなっていない投票所もあることから、投票区の見直しを行います。
投票区は次回の選挙から変更となります。それに併せて、期日前投票の期間中に、各地区から

期日前投票所まで送迎バスの運行を予定しています。詳細が決まり次第、チラシやホームペー
ジでお知らせします。

従前の投票区 新しい投票区

投票区 区域 投票所 投票区 区域 投票所

第１ 本郷・小堀
成和・犬見・尾内 おおい町役場 第１ 本郷・小堀

成和・犬見 おおい町役場

第２ 山田・芝崎・野尻 野尻公民館

第２

山田・芝崎
野尻・父子
岡田・長井
東浜・尾内

保健福祉センター
なごみ

第３ 父子・神崎・広岡
万願寺 やまびこ会館

第４ 岡田 岡田公民館
第５ 長井・東浜 長井公民館
第 6 川上・三森 川上公民館

第 3

川上・三森
久保・安川
福谷・石山
佐畑・小車田
鹿野・笹谷
岡安・神崎

広岡・万願寺

ふるさと交流
センター第 7

久保・安川・福谷
石山・佐畑・小車田
鹿野・笹谷・岡安

ふるさと交流
センター

第 8 大島
（脇今安・宮留）

宮留区生活
改善センター

第 4 大島 はまかぜ交流
センター第 9 大島

（河村・日角浜・畑村）
はまかぜ交流

センター

第 10 大島
（西村・南浦）

西村集落生活
改善センター

第 11 納田終 納田終集落
センター

第 5 納田終・坂本・井上
西谷・中・下

あっとほ～む
いきいき館

第 12 坂本 坂本開発
センター

第 13 井上・西谷 いがみ憩いの
里会館

第 14 中 中区自治会館
第 15 下 あまご山会館

第 16 小倉・堂本・槇谷 名田庄
こども園

第 6

小倉・堂本
槇谷・久坂
挙野・三重

小倉畑・虫鹿野
虫谷・木谷

里山文化交流
センター

第 17 久坂・挙野 里山文化交流
センター

第 18 三重 三重遺跡の
里会館

第 19 小倉畑・虫鹿野
虫谷・木谷

久田の里交流
センター
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お
お
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地
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注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

　町では、帯状疱疹の発病と重症化を防ぐことを目的として、帯状疱疹予防接種の実施
および助成を行っています。

◆ 定期接種（法に基づき町が実施する接種）

　対象者　：① 令和７年度中に 65・70・75・80・85・90・95・100 歳になる人、
　　　　　　　 および 100 歳以上の人
　　　　　　② 60 歳以上 65 歳未満の人で、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能  
　　　　　　　 に障がいがあり、日常生活がほとんど不可能な人
　接種方法：町から郵送されている予診票を利用（委託医療機関外での接種を希望の人は町にご連絡ください）
　自己負担：組み換えワクチン 7,100 円 / 回・生ワクチン 2,800 円 / 回

　　　　　　（生活保護世帯の人は無料）
◆ 任意接種（個人の判断と責任で実施する接種）

　対象者　：50 歳以上の人（定期接種対象外の人）
　接種方法：①委託医療機関⇒町に助成券の発行を申し込み、医療機関に持参する
　　　　　　②委託医療機関外⇒全額自己負担で接種後、町に助成金申請をする
　自己負担：接種費用の３分の１（百円未満切り捨て）
　　　　　　※上限額：組み換えワクチン 7,100 円 / 回・生ワクチン 2,800 円 / 回

　　　　　　　（生活保護世帯の人は無料）

帯状疱疹予防接種を受けましょう

すこやか健康課　☎ 77-1155問

詳しくは町のホームページをご確認いただくか、すこやか健康課にお問合せ下さい。 おおい町
帯状疱疹任意接種費用

助成事業について
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まちづくり課
桑 田　莉央

住民窓口課
森 藤　聖

１．おおい町成和

３．自分を育ててくれた大好きなおおい町のために働けて、今
　　とても幸せです。これからはおおい町役場の職員として、
　　町民の皆さんとの関わりを大切にしながら、 日々の業務を  
　　通じて成長し、1 日でも早く信頼される職員を目指します！

税務地籍課
間 島　裕 登

く  わ  た        り  お

ま  し  ま　　ゆ  う  と

２．バイク、コメディ映画

１．おおい町野尻

３．地元であるおおい町に貢献できるよう、精一杯頑張りたい
　　と思います。経験も少なくまだまだ慣れないことが多いで
　　すが、しっかりと仕事を覚えて町民の皆さんのお役に立て
　　るようになりたいと思います。

２．音楽を聴く、飼い猫と遊ぶ

１．小浜市

３．町民の皆さんがよりよい暮らしができるよう、職員とし
　　て精一杯頑張らせていただきます。また前職在職中に 15
　　キロも太ってしまったので、ダイエットも併せて頑張り
　　ます。

２．ランニング

も り ふ じ   あ き ら

令和7年度令和7年度

新規採用職員紹介

令 和 7 年 度 の 新 規 採 用 職 員 7 人 を
ご紹介します。町民の皆さん、よろ
しくお願いします。

１. 出身地

２. ハマっていること、 特技

３. これからの抱負
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すこやか健康課
兼 井　祐 太

農林水産課
浜 田　啓 汰

上下水道課
浦 松　晃 企

は ま だ

か ね い    　  ゆ う た

う ら ま つ　　こ  う  き

１．おおい町本郷

３．生まれ育ったおおい町に少しでも貢献できるように精一杯
　　頑張ります！常に向上心を持ち、変化する社会に対応でき
　　る柔軟性と責任感を大切にしながら、真摯に取り組んでい
　　きたいです。

２．映画鑑賞

け い た

１．おおい町野尻

３．上下水道課に配属されましたのでこのおおい町のインフラを
　　精一杯支えていきたいと思っております。一生懸命がんばり
　　ます！よろしくお願いします！

２．ショッピング、ゲーム

１．愛知県豊橋市

３．静岡県湖西市からおおい町に引っ越してきました。
　　まだまだ慣れていないことが多いですが、１日でも早く職務
　　に慣れて、 おおい町にお住まいの皆さんのお役に立てるよう
　　に頑張ります。

２．野球、公園に行くこと

１．おおい町名田庄坂本

３．子どもたちの心に寄り添えるよう、コミュニケーションや触れ合
　　いを大切にしていきたいです。安心安全に過ごせるように担任間
　　で話し合いながら保育をしていきます。慣れないことばかりです
　　が、先輩方に教わりながら自分のペースで頑張っていきます。

名田庄こども園

細 川　菜 月
ほ そ か わ　　な  つ  き

２．岩盤浴・温泉巡り、
　　音楽・映画鑑賞
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地
域
おこし散

歩

     ciiki okoshi

日本風景写真協会

知
ち み

見　治
おさむ

名田庄地域在住。 ２０歳でフィルムカメラの魅力に惹かれて以来、

５２年間撮影を続けている。

【近年のコンテスト受賞実績】

令和３年度 「第２回ふくいの農ある風景フォトコンテスト」 優秀賞

令和５年度 「第１０回ふくいの土木施設フォトコンテスト」 最優秀賞

令和６年度 「第２０回美しい風景写真１００人展」 入選

張
本　

こ
の
度
は
入
選
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

知
見　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
第
13

回
の
頃
か
ら
応
募
し
て
８
年
間
落
選
が
続

い
て
い
た
の
で
、
今
回
入
選
の
通
知
が
届

い
た
と
き
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
嬉
し

か
っ
た
で
す
し
、
継
続
し
て
良
か
っ
た
と

感
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ま
し
た
。

張
本　

ど
の
よ
う
な
思
い
で
入
賞
し
た
作

品
「
初は
つ
ご
お
り氷

」
を
撮
ら
れ
た
の
で
す
か
？

知
見　

道
の
駅
名
田
庄
の
近
く
に
咲
い
て

い
る
サ
ザ
ン
カ
を
撮
ろ
う
と
思
っ
て
い
た

ら
、
池
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緒
に
凍
っ
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サ
ザ
ン
カ
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散
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花
を
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つ
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ま
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た
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こ
れ
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綺
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と
撮
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し
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の
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そ
の
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す
。

　

 

　
富
士
フ
ィ
ル
ム
株
式
会
社
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隔
月
刊

『
風
景
写
真
』
が
２
０
２
５
年
１
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に

共
催
し
た
写
真
展

「
第
20
回
美
し
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風
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写
真
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０
０
人
展
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に
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名
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選
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。
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催
さ
れ
た
第
２
回
「
ふ
く
い
の
農
あ

る
風
景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
写
真
も
、
国
道
で
車
を

走
ら
せ
て
い
る
時
に
発
見
し
た
風
景
を

撮
り
ま
し
た
。
越
前
町
に
住
む
カ
メ
ラ

仲
間
の
友
人
に
は
「
よ
う
あ
ん
な
と
こ

ろ
見
つ
け
た
な
ぁ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た

が
、
普
段
の
撮
影
場
所
の
９
割
以
上
は

名
田
庄
な
の
で
ど
こ
に
何
が
あ
る
か
詳

し
く
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

張
本
　
ど
う
し
て
、
ず
っ
と
名
田
庄
で

撮
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

知
見
　
名
田
庄
で
事
足
り
る
の
で
す
。

自
然
が
美
し
い
で
す
し
、
春
夏
秋
冬
で

と
に
か
く
違
う
で
し
ょ
う
。
同
じ
場
所

◆ 第 20 回美しい風景写真１００人展
「初氷」

毎
年
違
う
、
名
田
庄
の
風
景

◆ 第 2 回ふくいの農ある風景
フォトコンテスト優秀賞

「早春の山里」
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今
回
の
取
材
で
は
、
知
見
さ
ん
の

ご
自
宅
で
話
を
伺
い
ま
し
た
。
案
内

さ
れ
た
部
屋
に
入
る
と
、
壁
一
面
に

飾
ら
れ
た
写
真
と
丁
寧
に
整
頓
さ

れ
た
フ
ァ
イ
ル
、
そ
し
て
、
８
台
の

カ
メ
ラ
が
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
陳
列

さ
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
写

真
へ
の
愛
着
が
詰
ま
っ
た
部
屋
で

フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
語
る

姿
は
と
て
も
若
々
し
く
感
じ
ら
れ
、

半
世
紀
以
上
も
続
く
ほ
ど
の
趣
味

が
あ
る
豊
か
さ
を
感
じ
た
取
材
で

し
た
。

【 

地
域
お
こ
し
協
力
隊 

】
張
本 

舜
奎

編

集

後

記

に
行
っ
て
も
時
間
や
天
気
、
季
節
な
ど
で

風
景
は
全
く
異
な
り
ま
す
。た
と
え
ば
、今
、

紅
梅
が
納
田
終
に
咲
い
て
い
ま
す
。
昨
日

見
に
行
く
と
蕾
の
状
態
だ
っ
た
の
で
、
２

～
３
日
後
に
再
度
撮
り
に
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
花
だ
け
で
な
く
、
雪
の
降
り

方
に
し
て
も
毎
年
違
う
の
で
す
。
ド
カ
ッ

と
降
る
と
き
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
そ
う
し
た
雪

や
紅
葉
の
よ
う
な
シ
ー
ズ
ン
は
特
に
出
か

け
る
機
会
が
多
く
、
36
枚
撮
り
の
フ
ィ
ル

ム
を
月
に
５
～
６
本
ほ
ど
使
い
ま
す
。

張
本　

月
に
２
０
０
枚
ほ
ど
の
写
真
を
撮

ら
れ
る
の
で
す
ね
。

知
見　

撮
り
た
い
も
の
が
多
い
シ
ー
ズ

ン
は
そ
う
な
り
ま
す
。
１
本
あ
た
り
の

フ
ィ
ル
ム
代
と
現
像
代
を
合
わ
せ
れ
ば

５
０
０
０
円
ほ
ど
に
な
る
の
で
、
フ
ィ
ル

ム
カ
メ
ラ
は
デ
ジ
タ
ル
の
よ
う
に
何
枚
も

撮
れ
ま
せ
ん
。
一
発
撮
り
の
気
持
ち
で
集

中
し
て
撮
影
し
て
い
ま
す
。

張
本　

最
初
か
ら
ず
っ
と
フ
ィ
ル
ム
カ
メ

ラ
を
使
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

知
見　

20
歳
で
初
め
て
カ
メ
ラ
を
購
入
し

て
か
ら
ず
っ
と
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
を
使
っ

て
い
ま
す
。
も
う
52
年
が
経
ち
ま
す
ね
。

す
。
デ
ジ
タ
ル
の
鮮
や
か
な
仕
上
が
り
と

違
っ
て
、
ま
ろ
や
か
さ
と
深
み
を
感
じ
る

の
で
す
。
そ
の
味
わ
い
に
惹
か
れ
、
撮
影

に
出
か
け
な
い
と
き
は
家
の
中
で
半
日
ほ

ど
ル
ー
ペ
を
使
っ
て
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
を
覗

き
込
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
覗
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。

張
本　

背
面
か
ら
光
が
あ
た
っ
て
い
て
、

と
て
も
綺
麗
で
す
ね
。

知
見　

細
部
ま
で
く
っ
き
り
と
見
え
る
で

し
ょ
う
。
特
に
コ
ン
テ
ス
ト
や
写
真
展
の

よ
う
な
場
に
出
す
写
真
は
こ
の
ル
ー
ペ
を

使
っ
て
ピ
ン
ト
が
合
っ
て
い
る
か
を
細
か

く
確
認
し
て
い
ま
す
。

張
本　

お
話
を
聞
い
て
い
て
、
写
真
を
好

き
な
こ
と
が
本
当
に
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
最
後
に
、
今
後
取
り
組
み
た
い
こ
と

が
あ
れ
ば
お
聞
き
し
た
い
で
す
。

知
見
　
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
福
井
新
聞
社
主
催
の
作
品
展
に
４

点
の
写
真
を
展
示
す
る
予
定
で
す
。
春

夏
秋
冬
の
写
真
に
し
よ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
時
々
、
写
真
を
見
に
来
て
く
れ

た
人
か
ら
「
ど
こ
や
、こ
ん
な
と
こ
あ
っ

た
ん
か
い
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
身
近
に
こ
れ
だ
け

自
然
が
美
し
い
場
所
が
あ
る
こ
と
を
再

発
見
し
て
も
ら
え
る
こ
と
は
一
番
あ
り

が
た
い
で
す
し
、
そ
う
し
て
写
真
の
撮

影
を
始
め
て
み
よ
う
と
い
う
人
が
増
え

た
ら
嬉
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
で
撮
影
を
つ
づ

け
て
52
年

張
本　

52
年
も
で
す
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
れ
ほ
ど
多
く
の
写
真
が
部
屋
の
中
に
あ

る
の
で
す
ね
。

知
見　

ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
で
撮
影
し
て
フ
ァ

イ
ル
に
保
管
し
て
い
ま
す
。
多
い
と
き
は

２
万
点
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。

張
本　

ど
う
い
う
点
に
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ

な
ら
で
は
の
魅
力
を
感
じ
ま
す
か
？

知
見　

フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
で
は
撮
影
し
た

写
真
を
す
ぐ
に
確
認
で
き
な
い
で
し
ょ

う
。
そ
れ
が
欠
点
で
あ
り
、
楽
し
さ
で
も

あ
る
の
で
す
。
宝
く
じ
み
た
い
な
も
の
で
、

出
来
上
が
る
ま
で
が
楽
し
み
で
待
ち
遠
し

く
な
り
ま
す
。

　

出
来
上
が
っ
た
写
真
の
味
わ
い
深
さ
も

フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
な
ら
で
は
の
魅
力
で
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高
校
生
向
け
地
域
医
療
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

名田庄診療所長　中村伸一

　

少
し
前
の
話
に
な
り
ま
す
が
、

地
域
医
療
を
担
う
医
師
を
目
指
す

高
校
生
が
、
地
域
医
療
の
現
場
を

体
験
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
3
月

17
日
〜
19
日
の
3
日
間
、
あ
っ
と

ほ
〜
む
い
き
い
き
館
、
小
規
模
多

機
能
ホ
ー
ム
ひ
だ
ま
り
、
暦
会
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
読
売
新

聞
社
が
主
催
し
、
自
治
医
科
大
学

が
協
力
し
た
企
画
で
す
。
参
加
し

た
の
は
、
都
立
戸
山
高
校
（
東
京

都
）、
私
立
開
智
高
校
（
埼
玉
県
）、

県
立
富
山
中
部
高
校
（
富
山
県
）

の
各
高
校
に
通
う
４
名
で
す
。

　

短
い
期
間
で
し
た
が
、
診
療
所

病児デイケア　TEL：77-2753（なごみ診療所）
【開所時間】月～金曜日（祝日、12/29 ～ 1/3 を除く）　8：30 ～ 17：30
【予約時間】前日まで　8：00 ～ 17：00（土日祝日を除く）
　　　　　  当日予約　8：00 より予約受付
※必ず事前予約をお願いします。予約がなく窓口にこられた場合、ご利用いただけない場合があります。
※登録証の提示が必要になります。すこやか健康課で登録できます。

で
の
外
来
診
療
や
在
宅
診
療
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
ひ
だ
ま
り

で
の
交
流
、
暦
会
館
の
見
学
な
ど
、

多
く
の
経
験
を
積
ん
で
も
ら
い
ま

し
た
。

　

外
来
診
療
で
は
慢
性
疾
患
の
診

察
や
外
傷
の
治
療
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
診
断
と
治
療

な
ど
を
見
学
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
と
の
や
り
と
り
は
も
っ

と
深
刻
な
雰
囲
気
で
行
っ
て
い
る

と
思
い
込
ん
で
い
た
ら
し
く
、
診

プ
、
ひ
だ
ま
り
で
の
交
流
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
の
説
明
を
通
し
て
、

「
地
域
医
療
は
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
や

ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
た
ち
の
力
が
あ
っ
て

こ
そ
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
」
と
の
感
想
を
も
ら
い
ま
し

た
。
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
が
、
要

介
護
4
の
超
高
齢
女
性
の
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
に
同
行
し
て
、
着
替
え
と
足
浴

を
手
伝
っ
た
際
に
、「
あ
っ
た
か
く

て
気
持
ち
い
い
で
す
。
お
お
き
に
」

と
感
謝
さ
れ
た
こ
と
の
よ
う
で
す
。

　

参
加
し
た
高
校
生
の
一
人
は
、
全

て
の
見
学
後
に
こ
ん
な
感
想
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。「
診
察
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
な
か
で
、
患
者
さ
ん
と
医
療
介

護
職
が
お
互
い
に
『
お
お
き
に
』『
あ

り
が
と
う
』
と
感
謝
の
言
葉
を
交
わ

し
て
い
た
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
、

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
医
療
介
護
職

に
と
っ
て
も
、
幸
せ
な
地
域
を
作
り

出
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
」

　

高
校
生
た
ち
の
若
い
感
性
の
お
か

げ
で
、
わ
た
し
た
ち
が
こ
れ
ま
で
気

づ
か
な
か
っ
た
こ
と
も
新
た
に
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

彼
ら
の
将
来
と
地
域
医
療
の
明
る

い
未
来
に
期
待
し
た
い
で
す
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ご
協
力
し
て
く
だ

さ
っ
た
多
く
の
み
な
さ
ま
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。　

療
後
に
は
「
患
者
さ
ん
と
医
師
が

楽
し
そ
う
に
会
話
し
て
い
る
。
患

者
さ
ん
に
前
向
き
な
気
持
ち
で
暮

ら
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
伝

わ
っ
て
く
る
。
患
者
さ
ん
と
医
師

が
な
ん
で
も
話
し
合
え
る
信
頼
関

係
が
大
切
だ
と
思
っ
た
」
と
の
感

想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
在
宅
診

療
で
は
末
期
癌
の
方
の
最
期
に
も

お
つ
き
あ
い
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
「
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
必
要
な
医
療
を
提
供
す
る
に
は
、

病
院
と
連
携
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
感
じ
た
」
と
い
う
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル

こ
ち
ら

な
ご
み
診
療
所

な
ご
み
診
療
所
で
す
で
す

　

な
ご
み
診
療
所
で
は
、
お
子
さ
ん
が
風
邪
な
ど

の
病
気
や
病
気
の
回
復
期
で
、
仕
事
の
都
合
等
で

育
児
が
で
き
な
い
時
に
、
一
時
的
に
お
預
か
り
す

る
病
児
・
病
後
児
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
子

さ
ん
の
体
調
に
合
わ
せ
て
保
育
士
・
看
護
師
が
保

育
を
行
い
ま
す
。
利
用
の
流
れ
は
、
す
こ
や
か
健

康
課
や
な
ご
み
診
療
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

今
年
度
か
ら
保
育
室
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

室
内
に
は
ト
イ
レ
や
手
洗
い
場
を
完
備
し
、
壁
紙

や
カ
ー
テ
ン
な
ど
も
温
か
み
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
に

変
更
し
、
よ
り
親
し
み
や
す
い
空
間
に
な
っ
て
い

ま
す
。
あ
わ
せ
て
今
年
度
よ
り
、
町
に
お
住
ま
い

の
方
は
第
１
子
の
お
子
さ
ん
も
無
料
で
ご
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
月
に
一
度
「
き
っ
ず
け
あ
つ
う
し
ん
」

と
い
う
お
便
り
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
町
内
に
あ

る
認
定
こ
ど
も
園
や
保
育
所
に
配
布
を
行
い
、
感

染
症
の
流
行
状
況
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
お
お
い

町
・
な
ご
み
診
療
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
あ
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

～ 

喫
茶
ク
ラ
ブ
の
ご
紹
介 

～

なごみ診療所
病児・病後児保育
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地域包括支援センター通信通信

【 地域包括支援センターの４つの業務 】

高齢者の相談窓口　地域包括支援センター高齢者の相談窓口　地域包括支援センター

～お問い合わせ先～ 地域包括支援センター　　☎７７ー２７７０

　高齢者の皆さんが、いつまでも住み慣れた地域で安心して生活を続けられるように介
護・福祉・健康・医療などさまざまなご相談を受け付けています。
　相談内容をいったんお伺いしたうえで、他の適切な相談機関やサービス等をご案内す
ることもできます。

介護支援専門員

山崎専門員渡邉専門員

地域包括支援センターの職員紹介地域包括支援センターの職員紹介

介護認定で要支援等の人を対象に
相談支援を行います。

認知症地域支援推進員 生活支援コーディネーター

渡邉推進員 森コーディネーター

◆ 6 月の高齢者福祉相談日について

高齢者のつどいの場など社会参加ができ
る地域づくりの支援を行います。

認知症カフェ「にっこり会」の開催、
認知症の人やその家族の相談に対応
しています。

・日時　６月１９日（木）　９時３０分～１１時３０分
・場所　保健福祉センターなごみ、あっとほ～むいきいき館
介護や福祉のことで気にかかることがあればお気軽にお越しください。

高齢者福祉相談員

山本相談員

高齢者のみの世帯、ひとり暮らしの人を
対象に訪問しています。

　地域包括支援センターには、主任介護支援専門員・看護師・保健師の他、
さまざまな専門職がいます。気軽にお声かけください。

① 介護予防
ケアマネジメント ② 総合相談 ③ 権利擁護 ④ 包括的・継続的

ケアマネジメント

介護予防の支援、介護
予防サービスの紹介

必要なサービスや制
度の紹介

成年後見制度活用の
サポートや虐待防止
への取り組み

地 域 ケ ア 会 議 の 開
催 や 介 護 支 援 専 門
員の支援
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　子どもたちが協力して花を育てることで、優しさ
と思いやりの心を養うことを目的とした「人権の花
運動」が町内各こども園・小・中学校で行われました。

（５月７日（水）　名田庄こども園）

　町と大島漁業協同組合は、災害時における海上輸送
の協力に関する協定を締結しました。災害時に船舶な
どを用いて、住民の避難や物資の運搬等に協力をして
いただきます。（４月２２日（水）　おおい町役場）

　講師に井尻雅己さんを招き、「親子 de 科学教室 電
気ってなに？」が開催されました。身近なもので電
気について学んだり、簡単な風力発電機を制作をし
ました。（４月２７日（日）　里山文化交流センター）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
４
月
21
日
（
月
）

開
催
の
定
例
議
会
の
同
意
を
得
て
、
教
育

委
員
会
教
育
委
員
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
が
任
命
さ
れ
ま
し
た

学
校
教
育
課  
☎
77
・
１
１
５
０

問 お
お
い
町
教
育
委
員
会 

教
育
委
員

　
　
　
　
　
　
　
谷
口　

千
裕
（
再
任
）

任
期
：
令
和
７
年
５
月
11
日
か
ら

　
　
　

令
和
11
年
５
月
10
日
ま
で

谷口 千裕
教育委員

　

令
和
７
年
度
の
新
し
い
役
員
の

皆
さ
ん
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま

し
た
。

　

１
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会　

長　

屋
敷　

憲
治
（
西
村
）

副
会
長　

濵
田　

勝
之
（
14
）

　
　
　
　

田
中　

秀
樹
（
下
）

　
　
　
　

民
安　

弘
行 

（
石
山
）

理　

事　

扇
谷　

盛
司
（
宮
留
）

　
　
　
　

村
上　

敬
治
（
長
井
）

　
　
　

  

時
岡　

司
雄
（
11
）

　
　
　
　

的
場　

弥
治 

（
西
谷
）

　
　
　
　

盛
本　

孝
幸
（
佐
畑
）

　
　
　
　

福
尾　

嘉
恭
（
万
願
寺
）

監　

事　

木
村　

文
保
（
１
の
１
）

　
　
　
　

小
間　

静
雄
（
三
重
）

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

令
和
７
年
度
区
長
連
絡
協
議
会

　
　
　
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た

総
務
課  

☎
77
・
4
0
5
0

問

屋
や し き

敷 憲
け ん じ

治 会長

　町内でコウノトリが目撃されています。他地域か
ら豊富なエサを求めて飛来したと考えられます。見
かけた際は、刺激をしないよう離れて見守りましょ
う。（５月上旬　大飯地域）
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黄
経
80
度
な
の
で
、
今
年
は
６
月
11

日
が
梅
雨
入
り
と
な
り
ま
す
。

【
夏
至
】

　

６
月
21
日
は
旧
暦
五
月
中
気
の

〈
夏
至
〉
で
す
。
夏
の
季
節
の
真
ん

中
で
、
北
半
球
で
は
昼
間
が
一
番
長

い
日
。
梅
雨
の
真
っ
盛
り
で
も
あ
る

の
で
ジ
メ
ジ
メ
し
ま
す
な
。

　

ほ
た
る
も
真
っ
盛
り
の
頃
、
こ
の

日
は
ち
ょ
う
ど
名
田
庄
の
ホ
タ
ル
の

里
公
園
で
「
ほ
た
る
狩
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
里
山
に
舞
う
幻
想
の
夕

べ
を
楽
し
ま
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

梅
雨
で
は
あ
り
ま
す
が
雨
に
映
え

る
美
し
い
ア
ジ
サ
イ
、
咲
き
始
め
た

ア
ヤ
メ
な
ど
な
ど
、
し
っ
と
り
と
愛

で
る
の
も
よ
ろ
し
い
の
で
は
。

　

そ
う
い
え
ば
鮎
の
シ
ー
ズ
ン
に
入

る
の
か
。
ビ
ー
ル
に
塩
焼
き
が
恋
し

い
で
す
な
ー
。

　
「
旧
暦
カ
レ
ン
ダ
ー
」
は
道
の
駅

う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
・
道
の
駅
名
田
庄

に
て
販
売
中
。
お
試
し
く
だ
さ
い
。

（
一
社
）
南
太
平
洋
協
会
公
認

旧
暦
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

中
村 

賢
一

　

こ
の
コ
ラ
ム
も
６
年
目
に
入
り
ま

し
て
、
毎
月
書
く
と
き
に
以
前
と
ネ

タ
が
被
っ
て
な
い
か
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
を
み
て
み
る
ん
で
す
が
、
そ
も

そ
も
旧
暦
は
新
暦
に
対
し
て
毎
年
ズ

レ
て
い
き
ま
す
し
、
閏
年
に
ガ
バ
ッ

と
戻
っ
た
り
と
揺
れ
動
き
ま
す
。

　

そ
れ
に
書
い
て
る
本
人
も
前
の

こ
と
あ
ん
ま
り
覚
え
て
な
い
の
で
、

ま
ぁ
あ
ん
ま
り
気
に
せ
ん
で
え
え
か

と
思
う
今
日
こ
の
頃
（
笑
）

　

さ
て
、
今
年
は
新
暦
５
月
27
日
か

ら
旧
暦
の
五
月
（
皐
月
）
で
雨
が
ち

な
季
節
で
す
ね
。
去
年
も
書
い
た
ん

で
す
が
、
旧
暦
で
の
梅
雨
の
目
安
を

も
う
一
度
紹
介
し
ま
す
。

　

二
十
四
節
気
の
〈
芒
種
〉
の
後

の
「
壬
の
日
」
が
入
梅
と
な
り
、
今

年
は
新
暦
６
月
12
日
、
梅
雨
明
け
は

〈
小
暑
〉
の
あ
と
の
最
初
の
「
壬
の

日
」
で
新
暦
７
月
12
日
で
す
。
去
年

の
入
梅
が
６
月
７
日
で
し
た
の
で
今

年
は
少
し
遅
れ
る
の
か
な
？

　

ち
な
み
に
新
暦
で
の
入
梅
は
太
陽

に
使
わ
れ
る
の
も
、
あ
る
極
意
ま
で

導
く
と
の
意
味
で
の
道
だ
と
い
う
こ
と
で
、

な
る
ほ
ど
と
納
得
す
る
の
で
す
。

　

松
下
幸
之
助
は
、
道
と
題
す
る
短
文

を
こ
う
書
き
始
め
ま
す
。『
自
分
に
は
自

分
に
与
え
ら
れ
た
道
が
あ
る
。
天
与
の

尊
い
道
が
あ
る
。
ど
ん
な
道
か
は
知
ら
な

い
が
、
ほ
か
の
人
に
は
歩
め
な
い
。
自
分

だ
け
し
か
歩
め
な
い
、
二
度
と
歩
め
ぬ
か

け
が
え
の
な
い
こ
の
道
。』
そ
し
て
、
こ

う
結
び
ま
す
。『
そ
れ
が
た
と
え
遠
い
道

の
よ
う
に
思
え
て
も
、
休
ま
ず
歩
む
姿

か
ら
は
必
ず
新
た
な
道
が
ひ
ら
け
て
く
る
。

深
い
喜
び
も
生
ま
れ
て
く
る
。』

　

人
に
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の
自
分
の
道
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
道
を
コ
ツ
コ
ツ
と
歩
む
し

か
な
い
よ
う
で
す
。
そ
う
な
ら
ば
少
し
で

も
楽
し
み
な
が
ら
歩
き
た
い
で
す
ね
。

　

３
月
22
日
、
石
山
峠
の
道
（
坂
本
高
浜

線
）
の
改
修
工
事
が
全
線
終
了
し
ま
し
た
。

大
飯
地
域
と
名
田
庄
地
域
を
結
ぶ
幹
線
道

路
と
な
り
ま
し
た
。
両
地
域
の
行
き
来
が
、

格
段
に
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
バ
ス
な
ど
の

大
型
車
も
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

日
常
あ
た
り
前
の
よ
う
に
通
行
し
て
い

る
道
路
の
あ
り
が
た
さ
は
、
と
か
く
忘
れ

が
ち
で
す
。
で
も
、
災
害
な
ど
で
そ
の
当

た
り
前
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
た
ち

ま
ち
難
儀
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

自
動
車
が
通
れ
る
立
派
な
道
路
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
山
で
作
業
を
す
る
者
に

と
っ
て
も
、
道
は
重
要
で
す
。
道
な
き
斜

面
を
歩
く
の
と
、
ほ
ん
の
数
十
セ
ン
チ
幅

の
杣そ

ま
み
ち道
が
あ
る
だ
け
で
、
安
全
が
確
保
さ

れ
、
疲
れ
が
半
減
さ
れ
ま
す
。

　

道
と
い
う
漢
字
を
調
べ
て
み
る
と
、

辶
は
歩
く
動
作
を
表
し
て
い
る
と
の
こ

と
。「
道
」
は
シ
ン
ニ
ョ
ウ
に
カ
シ
ラ

か
ら
成
っ
て
い
て
、
目
的
地
ま
で
み

ち
び
く
と
い
う
意
味
を
表
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
そ
れ
で
華
道
・
茶
道
・
柔
道

お
お
い
事
、
ひ
と
り
言

お
お
い
事
、
ひ
と
り
言

◆
　
道
を
思
う

ＮＰＯ法人森林楽校・森んこ 　代表　萩原茂男
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本郷公民館
（総合町民センター）☎ 77-1140

　

佐分利公民館
（ふるさと交流センター）☎ 78-1211

大島公民館
（はまかぜ交流センター）☎ 77-3011

スリムアップ教室
12、26 日（木）19:30 ～ 20:40
講師　藤井　良子 氏
対象　教室生
内容　健康や体力の運動をリズムにあわせてします。
定員　10 名　／　参加費　1 回 100 円
持ち物　ヨガマット・タオル・飲み物

名田庄公民館
（里山文化交流センター）☎ 67-3250

金継ぎ教室（全 2 回）
21 日（土）、7 月 5 日（土）10:00 ～ 12:00
講師　清水　亜土 氏（DoDo）
内容　大切に使っていたお気に入りの器で欠けてしまった
　　　モノはありませんか？
　　　漆や金粉などを使い、欠けた器を修復します。
定員　6 名（両日参加可能な人）　
参加費　800 円（材料費含む）
持ち物　修復したい器（1 ～２個）、器を入れる箱
※複雑な割れなどは時間内にできない場合がございますので
　ご遠慮ください。

脳トレ・マージャン教室
11、25 日（水）13:30 ～ 15:30
内容　脳の活性化と仲間作りに。初心者のための教室です。
定員　16 名 　
参加費　1 回 100 円

公民館カフェ
13、27 日（金）9:00 ～ 15:00
内容　フリースペースでお過ごしください。

Night Yoga 初級
6 日（金）19:30 ～ 20:30
講師　Rina. 氏
内容　基本ポーズや体幹強化
対象　教室生　／　持ち物　ヨガマット・飲み物

し～まいるジム
7 日（土）9:00 ～ 12:00
講師　アクアマリンインストラクター
持ち物　飲み物・タオル
※自由に参加できます。

天然素材で作る色付き口紅作り教室
14 日（土）10:00 ～ 11:30
講師　永友　千恵 氏　
内容　植物性の天然成分で口紅を作ります。
定員　10 名　
参加費　1,600 円（材料費含む）

伝統木工芸　組子細工
28 日（土）10:00 ～ 11:30
講師　土本　聡美 氏
内容　針を使わず木材を組み付ける
　　　伝統技術でチャームを作ります。
定員　10 名
参加費　1,000 円（材料費含む）
※木を研磨しますので、マスクをご持参ください。

おとなのダンス教室
2、9、16 日（月）19:30 ～ 20:40
講師　谷口　千裕 氏
対象　教室生
内容　50 歳以上の人の k-pop ダンス教室です。
定員　8 名
参加費　400 円
持ち物　飲み物・汗拭きタオル・中履き

映画上映会
７日（土）13:30 ～ 15:10
内容　杜人（もりびと）～環境再生医　矢野智徳の挑戦

歴史遺産勉強会（全 4 回）※教室生募集
28 日（土）13:30 ～ 15:00
講師　多仁　照廣 氏
内容　教室内容の説明・古文書の修復作業体験をします。
定員　10 名
参加費　400 円

リメイク鉢作り教室
7 月 2 日（水）10:00 ～ 11:30
講師　山内　友希 氏　
内容　リメイク鉢を作ります。
定員　5 名　
参加費　1,100 円（材料費含む）
先着順定員なり次第募集は、締切ます。

申込はこちら↓
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６月

大飯図書館・郷土史料館
☎ 77-2820

名田庄図書館
☎ 67-3703

布絵本の会
4 日（水）13:30 ～ 16:00
内容　名田庄図書館に置く布絵本を作ります。（図書館ボランティア）
※随時メンバーを募集しています。

出張図書館
6 日（金）、19 日（木）11:00 ～ 11:30
場所　あっとほ～むいきいき館
内容　本の貸出をします。

おかいものめいろ
1 日（日）～ 29 日（日）
対象　幼児～小学 3 年生（幼児は保護者の同伴が必要です。）
内容　絵本にでてくる食べものを探しながら、めいろを進みま
　　　しょう。絵本の内容は一週間ごとに変わります。　　　

はっちゃん先生とあそぼう♪
24 日（火）11:00 ～ 11:30
語り手　松宮　初美 氏　
対象　0 歳からの乳幼児と保護者
内容　絵本の読み聞かせとわらべ歌あそびをします。

あたまいきいき音読の会
18 日（水）10:00 ～ 10:45
対象　70 歳以上
内容　昔話、古典名作、詩などを参加者全員で声に出して読みます。
定員　10 名　※要申込
持ち物　飲み物

読書会「源氏物語を読む会」
12 日（木）13:30 ～ 15:00
テキスト『平安人の心で「源氏物語」を読む』　山本淳子 / 著
※随時メンバーを募集しています。

レコードさろん
18 日（水）14:00 ～ 15:00
内容　レコード鑑賞と図書館員による朗読を行います。
定員　10 名　※要申込

おおい町公式ホームページで
随時公民館・図書館情報を
発信中です！！詳しくは、
こちらのＱＲコードを
読み取ってください。

おはなしのへやとミニ工作
８日（日）11:00 ～ 11:30
対象　幼児～小学 3 年生（幼児は保護者の同伴が必要です。）
内容　絵本の読み聞かせと簡単な工作をします。

映画館のない名田庄で、
映画資料展。パート３
6 日（金）～ 16 日（月）　9:00 ～ 22:00

※一部展示は 9:00 ～ 17:00 まで

場所　里山文化交流センター
内容　映画関係の専門誌や、チラシ約 300 枚を展示します。
　　　９日（月）は 13:30 ～ミニシアター『ニューヨーク公共図
　　　書館』を上映します。（協力：名田庄図書館）

【問合せ先】名田庄のちいさな映画資料室（村上）
　　　　　  ☎ 090-6204-2532
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I N F O R M A T I O NI N F O R M A T I O N

住
民
窓
口
課  

☎
77
・
4
0
5
3

問 戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別

弔
慰
金
に
つ
い
て

弔
慰
金
に
つ
い
て

　

戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に
対
し
、
国

と
し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
、

ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
。

■ 

支
給
対
象
者

　

令
和
７
年
４
月
１
日
時
点
で
、「
恩
給

法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族

年
金
」
な
ど
を
受
け
る
人
（
戦
没
者
等

の
妻
や
父
母
）
が
い
な
い
場
合
に
、
次

の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
１
人

に
支
給
し
ま
す
。（
原
則
、
戦
没
者
等
が

亡
く
な
る
前
に
生
ま
れ
た
人
）

１
．
令
和
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
、
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
の 

①
父
母
、
②
孫
、

③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

４
．
１
～
３
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親

等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

■ 

支
給
内
容

額
面
27
万
５
０
０
０
円

　
　
　
　

５
年
償
還
の
記
名
国
債

■ 

請
求
期
間

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　

令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で

６
月
は
食
育
月
間
で
す

６
月
は
食
育
月
間
で
す

　

食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
で
あ

り
、
健
康
な
身
体
と
心
を
育
む
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
毎
月
19
日

は
、
自
分
や
家
族
の
食
生
活
を
見
直

す
「
食
育
の
日
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
食
品

ロ
ス
削
減
な
ど
に
つ
い
て
、
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■ 

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

① 

家
族
や
友
人
と
楽
し
く
食
卓
を
囲
む

② 

自
分
の
食
事
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

③ 

１
日
３
食
き
ち
ん
と
食
べ
る
習
慣

を
身
に
つ
け
る

④ 

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
「
い
た

だ
き
ま
す
」、「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
の

あ
い
さ
つ
を
す
る

⑤ 

箸
の
正
し
い
持
ち
方
や
食
器
の
正

し
い
並
べ
方
を
身
に
つ
け
る

⑥ 

庭
や
鉢
植
え
な
ど
で
野
菜
を
栽
培

し
料
理
す
る

⑦ 
買
い
物
の
中
で
新
鮮
で
安
心
で
き

る
食
材
の
選
び
方
を
身
に
つ
け
る

・
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
健
康
な
生
活
の
基

礎
を
築
く
「
食
育
」
に
取
り
組
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

農
林
水
産
課　
☎
77
・
4
0
5
5

問

住
民
窓
口
課  

☎
77
・
4
0
5
3

問
　

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
で
す
。

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
は
６
月
１
日
を
「
人
権
擁

護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
毎
年
６
月

１
日
前
後
に
全
国
各
地
で
一
斉
に
特

設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
て
お
り
、

お
お
い
町
に
お
い
て
も
特
設
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
が
、

い
じ
め
、
体
罰
、
暴
行
、
虐
待
、
差

別
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
困
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■ 

日 

時

　

 

６
月
４
日
（
水
）

　

 

10
時
か
ら
12
時

■ 

場 

所

・
お
お
い
町
役
場

・
里
山
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

※ 

詳
し
く
は
、
住
民
窓
口
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

守
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

守
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

あ
な
た
の
人
権

あ
な
た
の
人
権

２
０
２
５
年
度

２
０
２
５
年
度  

高
校
生
サ
マ
ー

高
校
生
サ
マ
ー

求
人
企
業
説
明
会
の
お
知
ら
せ

求
人
企
業
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

就
職
を
考
え
て
い
る
高
校
生
と
そ

の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
企
業
説
明

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
対
象
の
人
は

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■ 

日 

時

　

 

７
月
５
日
（
土
）

　

 

13
時
30
分
か
ら
15
時
30
分

　
　
　
　
　
　
（
受
付
13
時
開
始
）

■ 

場 

所

　

 

き
ら
め
き
み
な
と
館

　

 

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
（
敦
賀
市
桜
町
１

－

１
）

■ 

参
加
対
象
者

　

 

令
和
８
年
３
月
高
等
学
校
卒
業

予
定
者
お
よ
び
そ
の
保
護
者

■ 

内 

容

① 

企
業
か
ら
保
護
者
お
よ
び
生
徒

へ
の
個
別
説
明

② 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
職
業
相
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
浜

 　
　

 

☎
0
7
7
0
・
52
・
1
2
6
0

問
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お お い 情 報 局お お い 情 報 局

農
林
水
産
課　
☎
77
・
4
0
5
5

問

人権悩みごと相談人権悩みごと相談

総合町民センター

6月18日㈬ 10時～12時

日頃の悩みごと、いじめ、
不登校、体罰、その他人権
に 関 す る 相 談 に 人 権 擁 護
委員が応じます。相談は無
料 で 秘 密 は 固 く 守 ら れ ま
すのでご安心ください。

人　身 0 件
死　 者 0 人
傷　 者 0 人
物　 損 40 件

内交通事故発生状況
（2025 年１月１日～ 4 月 30 日）町

死亡事故 0
ゼロ

継続日数 
 1104 日

(2025 年 4 月 30 日時点 )

学
校
教
育
課 

☎
77
・
1
1
5
0

問

厚生労働省
職場における熱中症対

策の強化について

令
和
７
年
度
水
田
活
用
の
直
接
支
払

令
和
７
年
度
水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
等
の
申
請
に
つ
い
て

交
付
金
等
の
申
請
に
つ
い
て

　

国
は
食
料
自
給
率
・
自
給
力
の
維

持
向
上
を
図
る
た
め
、
飼
料
用
米
・

麦
・
大
豆
な
ど
の
戦
略
作
物
の
本
作

化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
特

色
を
生
か
し
た
産
地
づ
く
り
に
向
け

た
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

国
の
戦
略
作
物
助
成
、
産
地
交
付
金

な
ど
の
交
付
金
な
ど
の
交
付
申
請
に

つ
き
ま
し
て
は
、
６
月
30
日
（
月
）

ま
で
に
申
請
書
類
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
本
交
付
金
の
申
請
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
農
林
水
産
課
ま
で

お
問
合
せ
下
さ
い
。（
昨
年
度
申
請

実
績
者
に
は
、
郵
送
で
交
付
申
請
書

が
届
き
ま
す
）

職
場
の
熱
中
症
対
策
が
義
務
付
け
ら

職
場
の
熱
中
症
対
策
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
！

れ
ま
す
！

　

令
和
７
年
６
月
１
日
よ
り
改
正
労

働
安
全
衛
生
規
則
が
施
行
さ
れ
、
一

定
の
熱
中
症
の
お
そ
れ
が
あ
る
労
働

者
を
早
期
に
発
見
し
、
そ
の
状
況
に

応
じ
、
迅
速
か
つ
適
切
に
対
処
す
る

こ
と
に
よ
り
、
熱
中
症
の
重
篤
化
を

防
止
す
る
た
め
、「
体
制
整
備
」、「
手

順
作
成
」、「
関
係
者
へ
の
周
知
」
の

措
置
が
事
業
者
に
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
気
象
庁
が
発
表
し
た
令
和
７

年
５
月
か
ら
７
月
の
３
か
月
予
報
で

も
平
均
気
温
は
全
国
的
に
平
年
よ
り

高
い
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
職
場
で

し
っ
か
り
話
し
合
い
、
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

改
正
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ

い
。敦

賀
労
働
基
準
監
督
署 

安
全
衛
生
課   

　

   

☎
0
7
7
0
・
22
・
0
7
4
5

問

厚生労働省
熱 中 症 ク ー ル ワ ー ク

キャンペーン

高
等
学
校
等
通
学
費
助
成
申
請
方
法

高
等
学
校
等
通
学
費
助
成
申
請
方
法

の
変
更
に
つ
い
て

の
変
更
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度
よ
り
、
高
等
学
校
等
通

学
費
助
成
申
請
に
お
い
て
申
請
期
間
、

添
付
書
類
が
一
部
変
更
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
申
請
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
学
校
教
育
課
ま
で
お
問
合
せ

下
さ
い
。

■ 

申
請
期
間
の
変
更
（
令
和
７
年
度
以
降
）

・
定
期
券
を
購
入
し
た
日
の
属
す
る
年

度
の
末
日
、
ま
た
は
定
期
券
の
有
効
期

限
の
末
日
、
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で

■ 
添
付
書
類
の
変
更
（
令
和
７
年
度
以
降
）

① 

公
共
交
通
機
関
の
定
期
乗
車
券
の
写
し

② 

在
学
証
明
書
（
原
本
）、
学
生
証
の
写
し
、

生
徒
手
帳
の
写
し
（
学
校
名
、
氏
名
の
記

載
が
あ
る
も
の
）
の
い
ず
れ
か
１
つ

③ 

振
込
先
金
融
機
関
の
預
金
通
帳
の
写
し

原
子
力
規
制
庁
人
事
課
採
用
担
当

　

  
☎
03
・
3
5
8
1・3
3
5
2

問 原
子
力
規
制
委
員
会
行
政
職
員

原
子
力
規
制
委
員
会
行
政
職
員

募
集
募
集

　

原
子
力
規
制
委
員
会
で
は
、
原
子

力
規
制
行
政
の
充
実
・
強
化
を
図
る

た
め
、
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■ 

受
付
期
間

　

６
月
30
日
（
月
）
ま
で

■ 

募
集
職
種

・
原
子
力
検
査
官

・
原
子
力
防
災
専
門
官　

他

■ 

求
め
る
人
材

・
原
子
力
施
設
の
運
転
、
保
全
、 

検
査
、

設
計
等
に
専
門
性
が
あ
る
人

・
放
射
性
廃
棄
物
管
理
・
処
分
に
専

門
性
が
あ
る
人

・
火
災
、
防
災
、
放
射
線
、
土
木
、

建
築
等
に
専
門
性
が
あ
る
人 

他

※ 

詳
し
く
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。原子力規制委員会

実務経験者採用情報
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大飯発電所大飯発電所とぴっくすとぴっくす

防災通信防災通信

大飯発電所の安全祈願について

防災安全課　☎ 77-4054問

出水期に備えて

　４月２５日（金）、大飯発電所構内に建立されている吉見稲荷神社の年次例祭が

執り行われました。

　これは、発電所の安全運転と無事故・無災害を祈願するため毎年実施されている

もので、大飯発電所長以下約３０名が参加し、発電所の安全祈願が行われました。

【 安全祈願の様子 】

　町の洪水・土砂災害ハザードマップを活用し、自分達の住む地域やその

周辺に、どのような水害の危険性があるかを知ることが大切です。
おおい町

洪水・土砂災害
ハザードマップ

　６月から１０月までは、集中豪雨や台風、洪水などにより河川が増水しやすい

「出水期」になります。

　そこで、出水期にむけて下記の３点を心掛けましょう。

１. 日頃から気象情報・河川情報に関心を持ちましょう。

２. 避難用品や備蓄品の確認をしましょう。

３. 危険を感じたら早めの避難を心掛け、被害に合わないようにしましょう。
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な ご みな ご み

いきいきいきいき ６６戸籍の 窓窓 （敬称略）（敬称略）

 月月 大飯発電所の安全祈願について

■  すくすく広場＆マザーズカフェ

　保健福祉センター なごみ　　　        　       5 日㈭      10：00 ～

　里山文化交流センターぶらっと　     13 日㈮      10：00 ～

■  乳幼児健診　※対象者には通知します。

　保健福祉センター なごみ　　　           　4 日㈬      13：00 ～

　保健福祉センター なごみ　　　      　 20 日㈮      13：00 ～

■  離乳食教室　※対象者には通知します。

　保健福祉センターなごみ　　 　          26 日㈭      10：00 ～

　保健福祉センターなごみ　　 　          27 日㈮      10：00 ～

■  親子あそびの教室ぐんぐん

　保健福祉センター なごみ　　 　            3 日㈫         9：30 ～

■  ことばとあそびの広場はぐはぐ

　保健福祉センター なごみ　　 　         17 日㈫      10：00 ～

■  住民健診

　保健福祉センター なごみ　　 　         22 日㈰        9：00 ～

　保健福祉センター なごみ　　 　         22 日㈰     13：00 ～

　里山文化交流センターぶらっと　     24 日㈫         9：00 ～

　里山文化交流センターぶらっと　     24 日㈫      13：00 ～

■   健康相談

　保健福祉センター なごみ　    　   毎週木曜日        9：30 ～

　あっとほ～む いきいき館　　       毎週木曜日        9：30 ～

■問い合わせ

○保健福祉センターなごみ　すこやか健康課 　☎ 77-1155

○あっとほ～むいきいき館 　  　   保健福祉室　 ☎ 67-2000

休日救急医療機関休日救急医療機関 小浜病院

休日在宅当番医休日在宅当番医

  1 日（日）なごみ診療所  　  8 日（日）若狭高浜病院
15 日（日）若狭高浜病院       22 日（日）堀口医院
29 日（日）和田診療所　   
診療時間：9 時～ 17 時

広報紙に掲載された写真を提供いたします！

　広報紙に掲載された写真データをご希望の人（本人、または家族）に無料で提供いたします。
■ 写真データの提供方法
　 事前に役場まちづくり課に連絡のうえ、空の CD-R 等をまちづくり課窓口まで持参いただきま
　 すと写真データを入れてお渡しします。
　  詳しくはまちづくり課までお問い合わせください。　　　　　　　まちづくり課　　☎  ７7-4051

令和 7 年 4 月 1 日から
令和 7 年 4 月 30 日届出まで

赤ちゃん

おくやみ

      名前       　 性別　   保護者  　           住所
杉谷　律

り っ か

架　　  女　 　功己・友莉菜　  石山
北脇　和

な こ

來　　  女　 　涼太郎・千織　  尾内
濱戸　美

み う

海　　  女　 　豊葵・莉奈　　  大島（宮留）

    名前         　　　 年齢   　　   性別　　 住所
𠮷田　かね子　　　 87 歳 　    女  　   名田庄久坂
友本　藏之助　　 　97 歳 　    男  　   大島（河村）
松宮　春枝　　　　 95 歳 　    女  　   本郷（７区）
北根　曉子　　　 　75 歳 　    女  　   本郷（１３区）
岩佐　万里子　　 　73 歳 　    女  　   名田庄納田終
堂脇　菊枝　　 　　87 歳 　    女  　   名田庄井上
村宮　順子　　 　　93 歳 　    女  　   本郷（７区）
大谷　光始　　 　　90 歳 　    男  　   大島（河村）

ごめい福をお祈りします。

まちの人口！
令和 7 年 5 月１日現在　　（　）は前月比

　総人口　　7,639 人  　   （　　４）
　　男　　　3,781 人  　　（　　３）
　　女　　　3,858 人  　　（　　１）
　世帯数　　3,285 世帯　　（　１０）

【 出生 】　　３人　　【 死亡 】　　９人
【 転入 】　２２人　　【 転出 】　１２人

ご誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

たかさご
       名前  （　）は旧姓 　         住所　

川越　凜人　　　　　　　　　尾内
（上中）　茜音　　　　　　   　名田庄虫鹿野　　

ご結婚おめでとうございます。いつまでもお幸せに。

住民窓口課　☎ 77-4053問

（令和 7 年 4 月 1 日～ 4 月 30 日）
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編
集

　
ま

ち
づ

く
り

課
　

TEL 0770-77-4051　
FAX 0770-77-1289　
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新
生
活
や
５
月
の
長
期
連

休
が
明
け
、
疲
れ
が
た
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？
▼
次
の
祝

日
は
７
月
の
海
の
日
ま
で
あ

り
ま
せ
ん
が
、
頑
張
っ
て
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
！
▼
私
事

で
す
が
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
も
か
ね
て
や
っ
て
み
た

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
▼
綺
麗

な
星
空
の
写
真
を
取
る
こ
と

で
す
▼
福
井
県
は
星
空
が
綺

麗
に
見
え
る
こ
と
で
有
名
で

す
が
、
今
ま
で
に
、
ち
ゃ
ん

と
夜
景
の
写
真
を
撮
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
▼

６
月
か
ら
８
月
に
天
の
川
や

星
の
軌
跡
を
写
真
に
収
め
て

み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

▼
町
内
で
良
い
写
真
が
取
れ

れ
ば
、
表
紙
や
カ
メ
ラ
で
ス

ケ
ッ
チ
に
乗
せ
た
い
な
と
考

え
て
い
ま
す
▼
う
っ
て
つ
け

の
場
所
を
ご
存
じ
の
方
は
、

ぜ
ひ
ご
教
授
い
た
だ
き
た
い

で
す
▼
（
き
の
）

広報紙をスマホから
↓↓↓↓↓↓↓↓↓

町の公式 SNS が絶賛稼働中です！

町政情報やイベント情報などを、迅速に
発 信 す る た め に 公 式 SNS を 運 用 し て い
ます。ぜひ、情報収集にご活用ください！ おおい町役場

インスタグラム
おおい町役場

フェイスブック
おおい町役場

X（旧ツイッター）
おおい町役場

防災 X（旧ツイッター）

　 元気に大きく育ちますように！
　　　　　学校田「名田んぼ」田植え体験

る
さ
と
学
習
の
一
環
と
し

て
、
名
田
庄
小
学
校
の
５

年
生
16
名
が
５
月
８
日
（
木
）
に

「
フ
ァ
ー
ム
・
ス
リ
ー
・
ユ
ー
」

協
力
の
も
と
、
学
校
田
「
名
田
ん

ぼ
」
で
田
植
え
体
験
を
行
い
ま
し

た
。

　

児
童
た
ち
は
慣
れ
な
い
田
ん
ぼ

の
泥
に
足
を
取
ら
れ
な
が
ら
も
、

美
味
し
い
お
米
が
出
来
る
よ
う
に

苗
を
一
列
ず
つ
綺
麗
に
植
え
つ
け

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
植
え
た
苗
は
、
順
調
に
育

て
ば
秋
ご
ろ
に
稲
刈
り
が
で
き
る

予
定
で
す
。
児
童
た
ち
は
今
か
ら

美
味
し
い
お
米
が
収
穫
で
き
る
こ

と
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
様
子
で

し
た
。

ふ


